
第7波における都保健所の状況と対応について
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都内患者発生状況（R4.1~10）
7/28 40,395人

2/2 21,562人

第6波最大数

第7波最大数
（人）

都内全体 都保健所

（第7波各所最大発生数）

西多摩 1,250人（7/29） 南多摩 1,201人（7/29）

多摩立川 2,059人（8/3） 多摩府中 2,756人（8/3）

多摩小平 2,137人（8/5） 島しょ 75人（7/30）

参考：第6波各所最大発生数

西多摩 570人(2/6) 南多摩 519人(2/5) 多摩立川 846人(2/16) 多摩府中 1,456人(2/2) 多摩小平 740人(2/5) 島しょ 16人(2/8) 1
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（都保健所における第7波の状況）

 第6波と比べ、ピーク時には、約2倍の患者数が発生

 保健所には、受診や検査ができないという相談が多数寄せられた
→陽性者登録センターの設置（8/3）とその後の対象年代拡充により問合せは減少

 自宅療養者の数が過去最大

（都保健所の対応状況等）

 応援職員の配置や会計年度任用職員の活用に加え、人材派遣職員（看護師・事
務）を拡充し、最大約200名の派遣体制を確保

 第6波対応から使い始めたデジタルツール（SMS等）を第7波の感染拡大当初か
ら活用できたこと等により、発生届受理後、ほぼ1日以内には患者連絡を完了

 第６波までに構築した市町村との連携・情報共有体制を活用し、食料配送など
自宅療養者支援を円滑に実施

○第7波では第6波を超える過去最大の新規陽性者が発生

○これまで実施してきた保健所の体制強化や負担軽減の取組、市町村や医療機関

等との連携・協力体制が機能し、都保健所では最も円滑に業務を実施

第7波における都保健所の対応と状況
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